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第１０９６回教育委員会会議録 

 

１ 日 時 平成３１年３月２０日（水） 午後３時００分～午後４時１９分 

 

２ 場 所 教育委員会室 

 

３ 出席者 東村教育長 吉井委員 南部委員 原委員 山本委員 

      松田教育振興監 佐々木学校教育幹 片柳教育政策課長  

巣守学校振興課長 清川高校教育課長 中森課長（高校学力向上） 

浦井義務教育課長 清水生涯学習・文化財課長  

坂本スポーツ保健課長 

 

４ 議 題 

日程第１ 第５５号議案 福井県教育委員会教職員免許に関する規則の一部改正について 

             

日程第２ 第５６号議案 福井県立図書館規則の一部改正について       

 

日程第３ 第５７号議案 福井県立武道館の管理運営に関する規則の一部改正について 

 

日程第４ 第５８号議案 審査請求に対する裁決について 

 

５ 審議事項 

（１）開会宣告 午後３時００分 

 

（２）会議録署名人の指名 南部委員 原委員 

 

（３）議事要録 

 

教育長    本日の日程第４ 第５８号議案、協議報告事項の２と３については、事務執行

上、公開が適当でないことから、非公開とする旨発議 

 

――――当該議案を非公開と決する―――― 

 

 

教育長    日程第１、第５５号議案を議題 

 

学校振興課長 資料に基づき説明 

 

吉井委員   この規則の改正は、全国でも行われるのか。 

 

学校振興課長 法の改正にともない、全国でも改正される。 

 

教育長    第５５号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

――――原案どおり可決―――― 



 ２ 

 

 

教育長    日程第２、第５６号議案を議題 

 

生涯学習・文化財課長 資料に基づき説明 

 

教育長    住基カードを使用している人はまだいるのか。 

 

生涯学習・文化財課長 ほとんどいない。 

 

教育長    現在、図書館は休館中なのか。 

 

生涯学習・文化財課長 システムの入れ替えにともない、３月１８日から４月１日まで休館している。   

      この間にシステムの更新を行い、４月２日から新システムで再開する。 

 

原委員    新しいシステムでは、スマートフォンやタブレットを使ったサービスもでき

るのか。 

 

生涯学習・文化財課長 これまでは、紙のカードに表示されているバーコードを読み取ることで貸し

出しを行っていた。今後は、バーコード情報をスマホに登録しておくと、カー

ドを持っていなくてもスマホを見せれば本の貸し出しができる。また、借りた

本の１０年分の履歴を見ることができるようになる。 

 

吉井委員   小浜市にある若狭図書学習センターも同じシステムなのか。 

 

生涯学習・文化財課長 同じである。 

 

教育長    第５６号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第３、第５７号議案を議題 

 

スポーツ保健課長 資料に基づき説明 

 

南部委員   個人使用を促進させようという考え方で、規則を読みやすく分かりやす

いようにすることが改正の目的なのか。 

 

スポーツ保健課長 そうである。個人使用について、他の体育施設との規則の整合性を取るとい

う意味での改正である。 

 

南部委員   個人で使用する人数は、年間でどれぐらいいるのか。 

 

スポーツ保健課長 はっきりした人数は分からないが、武道館のトレーニング室を個人で利用す

る人が多い。また、弓道や空手などで個人使用をする場合もあるが、団体での
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使用がほとんどである 

 

教育長    個人利用を広めていくために、規則をはっきりさせておきたい。 

 

原委員    他の施設についても、個人利用に関しては同じような申請が必要なのか。 

 

スポーツ保健課長 運動公園など、他の施設についても同じである。 

 

教育長    第５７号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

◎協議・報告事項 

 

（１）幼児教育から小学校教育への接続カリキュラムについて 

 

教育長    保幼小の接続が上手くできているということで、文科省から注目されている

分野である。    

    

南部委員   「学びをつなぐ 希望のバトン カリキュラム」について、配付する部数は 

どれぐらいか。  

 

義務教育課長 約３，７００冊である。 

 

原委員    幼稚園、保育所、認定こども園と県教育委員会の関係性はどうなっているの 

      か。 

 

義務教育課長 ユー・アイふくいにある福井県幼児教育支援センターが中心となって、幼稚 

園、保育所、認定こども園の先生を公立私立の別なく対象とした研修を行って 

いる。 

幼稚園、保育所、認定こども園には国が定めた教育要領や保育指針があり、 

以前は内容にばらつきがあったが、改訂により、３歳以上の幼児教育に関する

記載が共通化され、幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿が明記された。

福井県では、同じスタンスで教育活動を進めていくために、幼児教育支援セン

ターを中心に研修を行っている。 

 

原委員    県教育委員会としては、幼児教育支援センターを通して、各先生方の研修を

行っていると云うことで良いのか。 

 

義務教育課長 そうである。 

 

教育長    保育所や私立幼稚園は子ども家庭課が所管しており、公立幼稚園だけを義務

教育課が所管している。教育に関することは、全て義務教育課が所管している。

幼児教育から小学校教育への円滑な接続のため、保育士、幼稚園の先生、小学

校の先生を同時に集めた研修を行っており、研修会の出席率はとても高い。 



 ４ 

 

原委員    私立も含めて、園ごとに基準が違うと思うので、カリキュラムについて統一

的なものがあるのは良い。福井大学附属義務教育学校は、幼稚園とつながって

いることもあって園児と児童が行き来する場面がよく見られる。公立の小学校

や幼稚園でも同じようなことをやっているのか。 

 

義務教育課長 各小学校区では、年長児を小学校に招いて交流させたり、学校探検などを行

っている。 

 

 

教育長    日程第４、第５８号議案を議題 

 

高校教育課長 資料に基づき説明 

 

教育長    第５８号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

◎協議・報告事項 

 

（２）小中学校における業務改善の推進について 

 

 

（３）平成３１年４月１日付け教職員人事異動の概要について 

 

 

 

教育長    本日の会議の終了を宣言 

 

 

 

６ 閉会宣言 午後４時１９分 

 

                   


